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◇【授業改善に向けた７つの視点】
１ 帯活動等において、ペアやグループで英語を使って伝え合う活動を継続する。その際，反射

的・即時的に答えを出すような活動にとどめず，言葉を選んだり吟味したりしながら（思考力

を働かせながら）答えたり話したりすることができるよう段階的な工夫が必要です。

２ 教科書の英文にとどまらず，生徒の習熟の状況に応じて教科書以外の英文などを活用し，

初見の英文を読んでその概要を把握するような機会を増やしていきましょう。

３ 代名詞や時，場所を表す副詞(then, here, thereなど)の指し示す内容を確認しながら英文を聞い
たり読んだりする指導を継続して行うことが必要です。。

４ 考えや意見を書く活動では，教師が作成したモデル文などに触れる場面を設けることで，英

語表現や文法事項を，それらの使用場面と関連づけながらとらえられるよう工夫しましょう。

５ ペアでやりとりした後，聞き取った内容を他の生徒に伝えるような活動（１・２人称⇒３人

称）を継続的に取り入れるなど，人称の概念についての認識を深められるよう工夫しましょう。

６ 聞き取ったり、読み取ったりしたことについて、要約をしたり、そのことを話題にして会話

したりするなど、実態や題材に応じて統合的な言語活動を計画的・継続的に取り入れましょう。

７ 生徒の英作文を添削する際には，誤りを全て修正するのではなく，誤りがある部分を指摘す

るにとどめるなど，生徒が自分の誤りに気付くことができるような指導を心がけましょう。

＜参考：「中学校英語担当教員域内研修」（Correction code）＞

☆ 年間を通して４領域のバランスの取れた指導を継続しましょう。
（ＣＡＮ－ＤＯリストの効果的な活用と見直し）

☆ 「目的・場面・状況」を明確にした授業構想・授業実践を継続しましょう。
（使うことが「目的」ではなく，「手段」としての英語使用）

☆ 子どもたちの「気付きを促す」指導を意識しましょう。
（自ら気づく学び⇒知識・技能の定着・保持の強化）

☆ 小学校外国語活動の成果を共有・活用しましょう。
（校区内の小学校の取組状況の把握と連携強化）

◇【定着確認シートの活用】

【対話文（１・２人称）を３人称に変える問題（上記５）】

（28年度２年第１回定着確認シートより）

【読み取った内容について書く技能統合型の問題（上記６）】

（２８年度２年第２回定着確認シートより）


